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T.S.Eliotとその祖父William Greenleaf Eliot
― 未 紹 介 の 説 教 集 3 冊 と そ の 周 辺 ( 1 )
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た｡ (1850年のセントルイスの住民の 3分の 1は
ドイツで生まれた人々であ り､ 1860年には､この
町の人口18万6000人のうち､アメリカ国内で生
まれた人々は､その半数以下であった｡)4
エ リオット牧師が40年間､たゆまず教化を続け
なければならなかったのは､こうしたマモソの力
によってこの都市に吸い寄せられて くる若老たち
や移民たちであ り､こうした人々を迎えて膨らん
でゆ くこの町にあぅて､彼の説教を聞きにメサイ
ア教会に集まって くる人々であった｡
それでは,エマソソが "hisreallygoodser-
mons"と呼び､その20年後にも再び "anexcelent
sermon叫と呼んだウイリアム ･グ])-ソリーフ ･
エ リオットの説教は､いったい､いかなるものだ
ったのだろうか｡
Notes
は じめ に
きね
1･秋山銀子氏のご教示による｡大正時代のユニテリア
ン協会会員で-現在ー帰一教会 (TheTokyoUn血Ⅰ･-
しんいちろう
i且nC】1urCb)主幹である今岡信一良師(明治14年生ま
オしー 前正則学院高校理事長)の教会で行われる日曜講
話の英語-の通訳を長くつとめられた秋山女史によれ
ば-明治23年 (1890)にArthurMayI(nappやClay
MacCauleyらのアメリカ人を迎えて設立された日太
ユニテリアン協会はー大正13年(1924)頃のマコー レー
牧師の帰国によりー 解散に至ったという｡
2.CharlotteChampeEliot,Wiliam Greenleaf
Eliot,Minister,Educator,Philanthlopisi (N｡
Y.:HougbtonMifnin,1904).T.S.MattleWSや
LyndallGordonなどー これまでのエリオットの伝
記･評伝にみられるWilliamG.Eliotについての記
述はーいずれもこのC｡C.Eliotの手になる太をもと
に書かれている｡
3lLyndalCordon,Eliot'S血rly Yeays(0Ⅹ-
ford:0ⅩfordUniv.Press,1977),p.ll.
4.Ibid.,p.12.
5･T･S･Eliot,"GoetheastheSage,"OnPoel7y
andPoets(London:Faber,1957),p.266.
- 51-
6･KayDick,ed.,WriteysatW07k･TheParis
ReuJiew Interuieu)S (Harmondsworth,Middle-
sex:PenguinBooks,1972),pp.131-32.
7.Cordon,p.2.
1."Mode一Grandfather"
1.TheEncyclof,ediaAmerでcana(N.Y.･.Ameri-
canaCorporation,1970),Vol.24,p.150.
2.Cordon,p.8.
3.Cordon,facingp.16.
4.PeterAckroyd,T.S.EIiot:A LljTe(N.Y.:
SimonandScbuster,1984),facingp｡128.
5lJohnJ･Soldo,TheTemperingofT.S.EIiot
(Revision ofPh.D.thesis,HarvardUniv.,
1972),(AnnArbor,Michigan:UMIResearch
Press,1983),p.7.
6･Soldo,p.5.
71たとえは-裏庭の小さな ド7の思い出は-TheFamily
Reunion(1939)のなかの Agathaのせりふとして一
次のように語られる｡
Harrymustoftenhaveremembered
Wishwood_
ThelurSerytea,tleSChoolholiday,
Thedaringfeatsontheoldpony,
AndthoughttocreepbacktlrOughthelittle
door.
(771eFanulyReEIlion,Faber,1939,p.17)
またー"TIleDrySalvages"(1941)のはじめにはー
ミシシッピー河のほとりの四季の移りかわりを感じさ
せる象徴のひとつとしてー臭いにおいを放つニワウル
シの木が語られている｡
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Hisrhythmwaspresentinthenurserytxxlroom,
IntherankailaltluSOrAprildooryard,
Inthesmellofgrapesontleautumntable,
Andtheeveningcircleinthewintergaslight.
FourQua71ets全体に繰り返し現われる子供たちの
笑し､声についてはー特に指摘するまでもないであろう｡
8･T.S.Eliot."lAtGraduation1905L"Poems
Writenin血rlyYouth(N.Y.･.Farrar,Straus
andGiroux,1967),p.17.
9･T.S.Eliot,ToCn'ticizetheCritic(London:
Faber,1965),p.44.
10.Loc.°it.
11･Ibid.p.45.
12.T.S.甘liot'sPrefacetoEdgarA.Mower,
ThisAmen'canworld(London:Faber,1928).
引用部分はーエリオットの講演がワシソトソ大学から
小冊子 (Amen'canLiteyatlLre･andtheAmen'Can
LangMge,1953)として出版された際にー同大学英文
学科が Appendixとして付した "TheEliotFamily
andSt.Louis"と題する文章のなかに引用されてい
る(同冊子,p.28)｡
2.エマソンの見たセントルイス `
1.RalphL.Rusk,ed.,TheLetteysofRalph
TValdoEmerson(N.Y.:ColumbiaUniv.Press,
1939),Vol.Ⅳ,pp.338-39.
2･StephenSpender,Eliot(London:Fontana,
1975),pp.23-24.
3.Rusk,ed.,Vol.Ⅳ,p.340.
4･Rusk,edり Vol.Ⅵ,p.217.
